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おもちゃの流行発信基地！葛飾
葛飾区内のおもちゃメーカーから数々のヒット商品が生まれ、

世界中の子どもたちに夢を与え続けていることをご存じでしょうか？
葛飾の誇りともいえるおもちゃの歴史を、子ども広報員が紹介します。

《写真前列左から》飯
いい

島
じま

桜
ち え り

桃さん（川端小５年）、岡
おか

村
むら

花
か

音
のん

さん（末広小５年）、柿
かき

沼
ぬま

響
ひびき

さん（白鳥小４年）、大
おお

西
にし

天
てん

樂
ら

さん（住吉小４年）、
大
おお

久
く

保
ぼ

佳
か

純
すみ

さん（原田小５年）、大
おお

西
にし

凛
りん

音
ね

さん（住吉小６年）
《写真後列左から》堀

ほり

充
みつ

宏
ひろ

（郷土と天文の博物館職員）、小
こ

峰
みね

園
その

子
こ

（郷土と天文の博物館職員）、石
いし

橋
ばし

智
とも

博
ひろ

（郷土と天文の博物館館長）

　昭和20年代まで、葛飾区では「セルロイド」という材質を使用したおもちゃ作りが盛んで、金
型作りから人形の彩

さい

色
しき

（色塗り）まで幅広い工程に多くの職人たちが携わっていました。今では
セルロイドに代わり、新たに開発された「ソフトビニール」という材質が用いられ、おもちゃ作
りの歴史が引き継がれています。

　区内で金型を製造
する「㈱カミジョー
（四つ木１－25－３）」を
訪問し、今では行われ
なくなったセルロイド
の「湯

ゆ

絞
しぼ

り」を体験し
ました！湯絞りとは、
熱で形状が変化す
るセルロイドの
特性を生かして、
熱いお湯の中で
セルロイドを加

工することです。

　セルロイドで作られた招き猫に、
当時の職人さんが使っていたものと
同じ細い筆を使って色
を塗りました。

　作りたい形状の原型
から、ろうで複製品を
作り、銀を吹き付けて
特殊な薬品に浸すと、
金型が完成です。

博物館で
おもちゃの歴史を学んだよ！

セルロイドを加工したよ！

おもちゃの型を作ったよ！

招き猫に色を塗ってみたよ！

㈱タカラトミー （立石７－９－10）葛飾発！世界へ発信されたおもちゃ

岸
きし

田
だ

敬
けい

さん
（㈱タカラトミー ベーシック事業部
トミカグループチームリーダー）

リカちゃん
 　リカちゃんの生みの親、タカラトミー（当時タカラ）は、かつ

て宝町にあったダッコちゃんで一世をふうびしたビニール
加工技術の会社。
　海外から来た人形が主流だった当時、日本の女の子のた
めの人形を作りたいとの思いから昭和42（1967）年に、リカ
ちゃんは誕生しました。
　名前はその頃では珍しく、響きの良いものに。設定は女
の子が憧れるハーフに。４代目の現在のリカちゃんまで、
髪形やファッションなど、女の子がこうだったらいいなと

思うちょっと先の憧れを捉えて表現してきたことで、長
く愛され続けています。そして何よりも、当時、人形の
原型や、ソフトビニール人形作りに優れた腕前をもった
多くの職人さんが葛飾区にそろっていて、その高い技術
力で誕生に関わってくれたことが、リカちゃんが成功し
た大きな理由の一つです。葛飾で誕生したリカちゃんは、
今では世代を越えて愛される国民的な女の子に成長しま
した。

トミカ
　昭和45（1970）年当時、子どもたちは、
みんな海外のおもちゃメーカーの外車
のミニカーで遊んでいて、国産のミニ
カーはほとんどありませんでした。タ
カラトミー（当時トミー）では｢日本の子
どもたちに国産車のミニカーを届けたい｣ という思いから、トミカを開
発しました。子どもたちの遊びやすさを考慮した手の平サイズの大きさ
は、発売当時から変わっていません。
　昭和45（1970）年の発売以来、累計販売台数は５億8,700万台にのぼり
ます（平成26（2014）年3月末時点）。平成24（2012）
年にはキャラクターとコラボしたトミカを発売し、
ファン層を拡大。発売から45周年を迎える今年、
平成27（2015）年には、大人向けのトミカの発売も
企画しています。これからも子どもから大人まで
楽しめるトミカを作っていきます。

昭和30年代 昭和20年代

村
むら

山
やま

麻
ま

衣
い

子
こ

さん
（㈱タカラトミー 広報部担当課長）

子 ど も 広 報

◦�

ブ
リ
キ
製
ジ
ー
プ
お
も
ち
ゃ

が
発
売（昭

和
20（
１
９
４
５
）年
）

◦�

電
動
お
も
ち
ゃ
第
一
号「
セ
ダ

ン
型
自
動
車
」が
誕
生

（
昭
和
27（
１
９
５
２
）年
）

◦�

国
産
ミ
ル
ク
飲
み
人
形
が
流

行
（
昭
和
29（
１
９
５
４
）年
）

◦
ラ
ジ
コ
ン
®
お
も
ち
ゃ
登
場

（
昭
和
30（
１
９
５
５
）年
）

◦
ホ
ッ
ピ
ン
グ
が
大
流
行

（
昭
和
31（
１
９
５
６
）年
）

◦
国
産
野
球
盤
が
登
場
す
る

（
昭
和
33（
１
９
５
８
）年
）

◦
フ
ラ
フ
ー
プ
が
大
流
行

（
昭
和
33（
１
９
５
８
）年
）

◦�

国
産
初
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
カ
ー

が
登
場（昭

和
34（
１
９
５
９
）年
）

◦��

タ
カ
ラ
ト
ミ
ー（
当
時
ト
ミ
ー
）

が
プ
ラ
レ
ー
ル
を
発
売

（
昭
和
34（
１
９
５
９
）年
）

◦�

タ
カ
ラ
ト
ミ
ー（
当
時
タ
カ
ラ
）

の
ダ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
が
爆
発
的
流

行
（
昭
和
35（
１
９
６
０
）年
）

◦�「
オ
バ
ケ
の
Ｑ
太
郎
」
が
お
も

ち
ゃ
化（昭

和
40（
１
９
６
５
）年
）

◦�

タ
カ
ラ
（
当
時
）
か
ら
「
リ
カ

ち
ゃ
ん
」が
登
場

（
昭
和
42（
１
９
６
７
）年
）

◦�

タ
カ
ラ（
当
時
）の「
人
生
ゲ
ー

ム
」が
ヒ
ッ
ト

（
昭
和
43（
１
９
６
８
）年
）

◦�

ト
ミ
ー
（
当
時
）が「
ト
ミ
カ
」

を
発
売

　
（
昭
和
45

（
１
９
７
０
）年
）

◦�

テ
レ
ビ
「
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
」関
連
の
お
も

ち
ゃ
が
大
人
気

　
（
昭
和
46

　
　
（
１
９
７
１
）年
）

◦�

オ
セ
ロ
ゲ
ー
ム
が

　

ヒ
ッ
ト（昭

和
48（
１
９
７
３
）年
）

◦
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
が
流
行

（
昭
和
49（
１
９
７
４
）年
）

◦�

㈱
セ
キ
グ
チ
か
ら「
モ
ン
チ
ッ

チ
」が
登
場

（
昭
和
49（
１
９
７
４
）年
）

◦�

レ
ン
ジ
、
ポ
ッ
ト
、
氷
か
き
、

毛
糸
編
機
な
ど
の
女
児
向
け

お
も
ち
ゃ
が
登
場

（
昭
和
50（
１
９
７
５
）年
）

◦
ス
ラ
イ
ム
が
ヒ
ッ
ト

（
昭
和
53（
１
９
７
８
）年
）

◦�

ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
が
大

ヒ
ッ
ト（昭

和
55（
１
９
８
０
）年
）

◦�

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
が
大
ヒ
ッ
ト

（
昭
和
59（
１
９
８
４
）年
）

◦�

フ
ァ
ミ
コ
ン
ソ
フ
ト
「
ド
ラ
ゴ

ン
ク
エ
ス
ト
Ⅲ
」が
大
ヒ
ッ
ト

（
昭
和
63（
１
９
８
８
）年
）

◦�
タ
カ
ラ
（
当
時
）
の
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ッ
ク
が
大
ヒ
ッ
ト

（
昭
和
63（
１
９
８
８
）年
）

◦�

バ
ー
コ
ー
ド
バ
ト
ラ
ー
が
大

ヒ
ッ
ト（平

成
３（
１
９
９
１
）年
）

◦�「
セ
ガ
サ
タ
ー
ン
」「
プ
レ
イ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
32
ビ
ッ
ト

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
登
場

（
平
成
６（
１
９
９
４
）年
）

◦�

た
ま
ご
っ
ち
が
社
会
現
象
を

巻
き
起
こ
す

（
平
成
８（
１
９
９
６
）年
）

◦�「
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
」
の

関
連
商
品
が
登
場

（
平
成
９（
１
９
９
７
）年
）

◦�

ト
ミ
ー（
当
時
）の
電
子
ペ
ッ
ト

「
フ
ァ
ー
ビ
ー
」が
大
ヒ
ッ
ト

（
平
成
11（
１
９
９
９
）年
）

◦�

タ
カ
ラ
（
当
時
）
か
ら
テ
レ
ビ

に
つ
な
げ
て
遊
ぶ｢e

-kara
｣

が
登
場（平

成
12（
２
０
０
０
）年
）

◦�

タ
カ
ラ
（
当
時
）
の
「
ベ
イ
ブ

レ
ー
ド
」
が
ア
ニ
メ
放
映
開
始

で
大
人
気

（
平
成
13（
２
０
０
１
）年
）

◦�

新
型
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
機
（
ゲ
ー

ム
キ
ュ
ー
ブ
・
Ｘ
ｂ
ｏ
ｘ
）
な

ど
発
売（平

成
13（
２
０
０
１
）年
・

平
成
14（
２
０
０
２
）年
）

◦�「
キ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
ジ
ャ
ー
」
な

ど
の
男
児
向
け
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
大
人
気

（
平
成
25（
２
０
１
３
）年
）

◦�「
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
」
の
関
連
商

品
が
大
ヒ
ッ
ト

（
平
成
26（
２
０
１
４
）年
）

◦�「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」
の
関
連

商
品
が
大
ヒ
ッ
ト

（
平
成
26（
２
０
１
４
）年
）

昭和40年代昭和50年代昭和60年代・平成９年まで平成10年代～現在

渋江公園（東立石３-３ -１）には、
この地域がセルロイド工業発祥の地
であり、セルロイドで発展したこと
を伝える記念碑が建てられています。

上
かみ

條
じょう

眞
まさ

徳
のり

さん（㈱カミジョー代表取締役）に
教えてもらいながら、湯絞りを行いました。

　おもちゃ作りに金型は欠
かせません。今でも区内で
は、昔から変わらない製法
で、多くのおもちゃの金型
が作られています。

葛飾ブランド「葛飾町工場物語」
認定の「オビツボディ®」が世界標準に
　オビツボディはネジなど余計な
部分が外に見えない、関節を自由
に曲げられる、曲げたままの状態
で保持できるのが特徴。
　手の平サイズから等身大サイズ
の製造も可能で、おもちゃとして
だけでなく、救助訓練用の人形と
しても広く使用されています。

　昭和49（1974）年に㈱セキグチ
から発売され、世界中に愛され続
けている「モンチッチ」。
　発売初年度より国内で爆発的な
人気となり、翌年から海外へ。世
界でも大ヒットとなりました。
　今では「モンチッチ」で遊び育っ
た子どもたちが母親・父親となっ
て親子二世代を結ぶキャラクター
として愛されています。

今なお区内工場で生産
　創業当時（昭和41（1966）年）、区内には
おもちゃの成型や彩色を行う工場がたくさん
ありましたが、今では少なくなりました。
　弊社は今でも、区内の作業所で、原型製作
から金型製作・成型・彩色・組み立て・完成
まで一括製作して、一つ一つ手作業で心を込
めて作っています。

写真左　尾
お

櫃
びつ

充
みつ

代
よ

さん（代表取締役社長）
写真右　木

こ

幡
わた

整
せい

さん（マーケティング部部長）

スラッシュ成型とは
　金型に人形のボディとなる原料を注
入し、加熱して型の内壁に付着させ、
冷却して硬化した状態で取り出します。
つなぎ目のない人形が出来上がるのが
特長の成型方法です。
　スラッシュ成型は、もともと玩具製
造が盛んだった葛飾区の地場で育まれ
てきました。この優れた技術をこれか
らも残していきたいです。

スラッシュ成型技術を残す

オビツキューピー
創業時から一貫し
て国内生産を続け
ており、手芸・玩
具用の人形として
広く親しまれ、世
界各国にも輸出さ
れています。

▲原料を注入している様子

▲引き抜き作業

㈱オビツ製作所（金町４－14－８）メイド・イン・ジャパンにこだわる、心を込めたものづくり 世界のモンチッチ

年表：東京玩具人形協同組合トイジャーナル編集局 運営サイト「おもちゃ情報 net.」（http://www.toynes.jp）提供（一部抜粋）

このだるまは
セルロイドで
できているんだよ

セルロイドとい
う素材を初めて
知りました。セ
ルロイドもソフ
トビニールも歴
史が古いことが
分かりました。
（柿沼広報員）

セルロイドの色塗りは
全て手作業だったこと
を知りました。私も挑
戦したけど難しかった
よ。（岡村広報員）

紙のようなセルロイドの生地が、ボールのような形に
なって驚きました！昔はこの方法で ｢おきあがりこぼ
し｣のおもちゃを作ってたんだって。（飯島広報員）

今はセルロイドを加
工できる人が日本に
１人しかいないと
知ってビックリ！僕
も職人になったつも
りで世界に１つだけ
の招き猫を作るぞ！
（大西天樂広報員）

セルロイドは笛や人形、赤
ちゃんのガラガラなど、た
くさんのおもちゃに使われ
ていました。セルロイドは
燃えやすいという理由から、
今ではほとんど使われなく
なってしまったけど、葛飾
のおもちゃ作りの歴史は新
しい技術で今でも続いてい
ます。（大西凜音広報員）

リカちゃんの金型を作っ
たのがカミジョーさん
だったと知ってビックリ
しました。どんな形でも
作れちゃう金型ってすご
い！（大久保広報員）

▲救助訓練用
マネキン
オビツボディ

〈タフネス〉 ㈱セキグチ（西新小岩５－２－11）オビツボディ▶︎

　現在では、
フ ィ ギ ュ
ア・ドール
界の世界標
準になって
います。


